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第２章 観光の現状と課題

１．国、県の動き

平成 27年度の本計画策定時、国では「観光立国実現に向けたアクション・プログラム 2014」にお

いて、“2020 年オリンピック・パラリンピックを見据えた観光振興”をはじめ、６つの柱を設定し

て、2020 年に向けて政府一丸、官民一体となって、訪日外国人旅行者数 2000 万人の高みを目指すた

めの施策を強力に推進していくことが決定されていました。

その後、同プログラムは毎年更新され、令和元年度では「観光ビジョン実現プログラム 2019」に

名称を改め、訪日外国人旅行者数を 2020 年には 4000 万人、2030 年には 6000 万人と目標値を見直

し、この目標の確実な達成のために①外国人が楽しめる環境整備、②外国人が喜ぶ観光コンテンツ

の充実、③日本政府観光局と地域（自治体、DMO 法人）の適切な役割分担と連携強化等により、外国

人の地方への誘客・消費拡大等に一層力を入れて取り組んでいくとしています。

また、政府は「まち・ひと・しごと創生基本方針 2019」を令和元年６月 21日に閣議決定し、この

中で“地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする”などの従来の枠組みを維持しつつ、①地

方へのひと・資金の流れを強化する、②新しい時代の流れを力にする、③人材を育て活かす、④民間

と協働する、⑤誰もが活躍できる地域社会をつくる、⑥地域経営の視点で取り組むといった視点に

立ち、2020 年から 2024 年までを「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間として、政

策的に取り組む方針を示し、このうち、観光に来た「交流人口」以上で移住した「定住人口」未満に

位置付けられる「関係人口注1)」の創出・拡大は 2019 年に前倒して実施しています。

これらの基本方針を含む政府の考え方の基底には、国際目標である「持続可能な開発目標（SDGs)」
があり、それぞれが連携した取り組みが示され、５年前とは状況が大きく変わってきています。

長野県では、平成25年３月に「信州暮らし」が“憧れ”と“感動”を生む観光立県を目指し、観

光施策を計画的かつ戦略的に推進するための指針として、「長野県観光振興基本計画」を策定しま

した。現在、この計画を土台として、平成30年から始まった「しあわせ信州創造プラン2.0（長野

県総合５ヵ年計画）」を具現化するための指針として、「信州の観光新時代を拓く長野県観光戦略

2018」を策定し、「世界を魅了するしあわせ観光地域づくり」を戦略方針に掲げ、これを実現する

ために「観光の担い手としての経営体づくり」、「観光地域としての基盤づくり」、「世界から観光客

を呼び込むインバウンド戦略」の具体的な項目を示しています。

とりわけ、上田地域は「お日様いっぱい ゆったりのんびり 戦国浪漫に温泉天国 ～真田氏の

里～」のキャッチコピーのもと、多様な観光資源と首都圏からの交通アクセスの利便性を活かし、

多照寡雨の気候などが育む、この地域ならではの農林畜産物を取り入れた、「食」と体験型メニュ

注1)関係人口…

移住した「定住人口」ではなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様にかか

わる者。地方圏は、人口減少・高齢化により地域づくりの担い手不足という課題に直面しているところ

だが、地域によっては若者を中心に変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼ば

れる地域外の人材が、地域づくりの担い手になることが期待できる。

（出典：総務省地域力創造グループ地域政策課「これからの移住・交流施策のあり方に関する検討会

報告書」）
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ーを組み合わせた旅行商品を企画することなどを柱に、年間を通じた誘客拡大や広域・滞在型観光

地の形成を目指すことに加え、平成30年度には、信州上田地域健康パーク（上田地域型ヘルスツー

リズム）協議会を立ち上げ、上田地域の温泉・高原などを活かしながら、旅を契機として健やかに

なれる体験型・滞在型・周遊型の観光コンテンツの充実を目指しています。

２．東御市の観光の現状と課題

（１） 東御市の観光の動向

本市の三大観光地（湯の丸高原、海野宿、芸術むら公園）における観光地来訪者数は、平成 27 年

からは緩やかな回復傾向にあります。（〔表２－１〕参照）

このうち、本市最大の観光地である“湯の丸高原”に関しては、平成 13 年に 75 万人を集客して

いたものの、景気の低迷やライフスタイルの変化、スキーブームの陰りから来訪者は減少傾向にあ

りましたが、近年は、「安・近・短」と称される安く・近く・短く楽しむレジャーが好まれる傾向

や、アクティブシニア層に浸透している「歩く旅」の嗜好を捉えたこと、さらには、首都圏からの

アクセスの良さという地の利を強みに増加傾向に転じています。

642,100 
605,100 602,800 

531,400 
572,600 

523,900 
558,600 566,000 

590,400 571,600 
541,800 529,700 540,900 555,300 

234,300 237,000 234,800 232,400 230,600 228,200 221,500 209,400 202,800 194,400 

246,100 
288,500 

238,200 256,300 

101,200 103,950 102,700 96,800 95,900 89,400 93,200 91,700 86,700 84,700 72,500 55,300 
77,200 74,600 

304,900 
337,100 

371,500 391,800 
427,900 443,200 428,800 443,000 446,100 445,500 

486,700 
510,100 499,300 512,700 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 

Ｈ 1 7 Ｈ 1 8 Ｈ 1 9 Ｈ 2 0 Ｈ 21 Ｈ 2 2 Ｈ 2 3 Ｈ 2 4 Ｈ 25 Ｈ 2 6 Ｈ 2 7 Ｈ 28 Ｈ 2 9 Ｈ 3 0

市内観光地来訪者数の推移

湯の丸高原 北国街道

海野宿

芸術むら公園 道の駅

雷電くるみの里

※月次集計の際に端数処理（百人未満切捨て）を実施
※来訪者数のうち宿泊者については延べ人数でのカウント

※芸術むら公園に関する来訪者は、梅野絵画記念館・憩いの家等、公園内の施設等の利用者数を含む
※道の駅に関する来訪者は、休憩立ち寄り客を除くレジ通過者人数をカウント

（単位：人）

〔表２－１〕

（資料：長野県観光地利用者統計調査）
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また、平成 30年度では、湯の丸高地トレーニングによるスポーツツーリズムの効果が現れはじ

め、グリーンシーズン中の来訪者が平成 27年に比べ約９％増加しています。

長野県が公表する「観光地利用者統計調査結果」によると、延べ利用者数上位 50位の県内観光

地の中で、湯の丸高原は概ね 40 位前後を維持しつつ、平成 29 年は 42位にランクされています。

（〔表２－２〕参照）

“海野宿”では来訪者の減少傾向が続いていたものの、大河ドラマ「真田丸」の影響を背景に、平

成 28 年に年間 288,500 人と過去 10 年間で最も多くの来訪者が訪れました。翌年以降は若干減少し

たものの、20 万人以上の水準を維持しています。

長野県観光機構が公表した 2018 年度長野県来訪者満足度アンケート調査【国内旅行者】上田エリ

アレポートでは（〔表２－３〕参照）、上田エリアへの来訪者の期待することとして、「文化的な名所

（史跡、寺社仏閣など）をみること」の項目が長野県全体の平均よりも高い傾向にあります。

この大河ドラマに起因した一過性の人の流れを、如何に継続させて呼び寄せるかという観点にお

いて、「海野宿特有の土産物やその販売施設」及び「多数の来訪者を一括して受け入れられる飲食施

設」の不足を補う等のハード面の整備に加えて、リピーターを獲得するうえで不可欠な「おもてな

し」などによる来訪者満足度の向上を図り、貴重な日本の原風景ともいえる「典型的な江戸期の宿場

情緒」を味わうことのできる“海野宿の魅力”を、積極的かつ効果的に発信していくことが重要であ

ると考えられます。

〔表２－２〕

（単位：千人、％）

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年

軽井沢町 軽井沢高原 1位 1位 1位 1位 1位 2位 1位 1位 8530 72

長野市 善光寺 2位 2位 2位 2位 2位 1位 2位 2位 6421 -64

上田市 上田城址 9位 9位 8位 9位 9位 7位 4位 8位 1788 -1700

上田市・長和町・松本市 美ヶ原高原 13位 10位 12位 12位 16位 15位 16位 13位 1345 200

千曲市 戸倉上山田温泉 27位 27位 18位 18位 18位 20位 17位 18位 1002 -121

東御市 道の駅雷電くるみの里 - - - - - - - 19位 999 皆増

立科町 蓼科牧場 30位 28位 26位 24位 23位 24位 27位 24位 785 50

上田市 別所温泉 23位 21位 19位 21位 22位 22位 22位 26位 732 -263

小諸市 懐古園 28位 35位 31位 34位 37位 39位 36位 39位 578 -21

東御市 湯の丸高原 44位 39位 40位 35位 37位 43位　 44位 42位 541 12

佐久市 平尾山公園 39位 41位 42位 43位 50位 51位 64位 44位 529 215

小諸市 高峰高原 40位 40位 31位 34位 36位 42位 41位 48位 507 -45

佐久市 佐久平 49位 49位 52位 50位 51位 48位 47位 49位 504 -4

（資料：長野県観光部「H22～29年度観光地利用者統計調査結果」）

○長野県内主要観光地（延べ利用者数上位50位）の状況（東信地区抜粋）

延べ利用者数順位
市町村名 観光地名

H29年延べ

利用者数

対前年
増減
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“芸術むら公園”にあっては、観光地来訪者数は微減傾向にあります。公園の中心的施設であるア

ートヴィレッジ明神館についても、平成 23年度のピーク時には８万人を超えていた利用者数が、近

年では７万人台前半まで落ち込みつつある状況です（〔表２-４〕参照）。

また、利用形態についても、宿泊利用者数の推移に比べ宴会利用者数が著しく減少してきている

ことから、宴会を伴うグループ利用から家族単位・夫婦単位の少人数利用へ傾向がシフトしている

現状にあると考えられます（〔表２-５〕参照）。
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2017年度
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2018年度

（単位：人、％）

〔表２－３〕

（資料：長野県観光機構 2018 年度長野県来訪者満足度アンケート調査【国内旅行者】上田エリアレポート）

〔表２－４〕

（資料提供：信州東御市振興公社）
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1,291 58.0 47.4 45.2 32.5 24.8 18.0 17.6 14.7 13.2 12.4 5.3 2.6 2.5 4.2 1.8 

2016年度 133 24.1 57.9 44.4 12.0 36.8 15.8 13.5 ＊ 18.0 10.5 ＊ ＊ ＊ 3.0 0.8 

2017年度 167 38.9 52.7 50.3 23.4 34.1 21.0 20.4 ＊ 8.4 10.8 ＊ ＊ ＊ 6.0 0.6 

2018年度 140 47.1 50.0 47.1 23.6 36.4 15.7 19.3 17.9 12.1 8.6 8.6 3.6 3.6 3.6 0.0 

※「*」は2018年度からの追加項目のため、データはありません。

長野県 2018年度 全体

上田エリア

（単位：人）
H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

83,095 82,037 78,082 78,596 86,558 86,046 81,822 81,707 38,085 65,089 73,097 74,902

日帰り入浴 75,192 74,704 71,432 72,270 80,435 79,584 76,521 75,720 35,190 59,342 67,144 69,844

宿泊 4,377 3,782 3,749 3,478 3,553 3,432 3,101 3,526 2,055 3,254 3,483 3,365

定員稼働率（％） 30.7% 26.9% 25.5% 24.6% 24.0% 23.8% 15.6% 25.0% 28.6% 24.5% 23.5% 20.9%

宴会 3,526 3,551 2,901 2,848 2,570 3,030 2,200 2,461 840 2,493 2,470 1,693

※宿泊者数については利用者実数でカウントしています。

※平成27年10月～平成28年4月までは、施設改修工事による閉館のため、利用者数が減少しています。

アートヴィレッジ明神館利用者数の推移

利用者計（人）
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このほか、アートヴィレッジ明神館の客室稼働率注2)・定員稼働率注3)についても、わずかずつ減

少している状況ですが、いずれの数値も概ね長野県の平均値を上回っており、一定のニーズを得て

いる状況にあることが言えます。（〔表２‐６〕参照）

注2)客室稼働率…

実際に利用された客室数を、販売可能なすべての客室数で除（÷）した数値で、全客室のうち実際に利用

されている客室の割合を示すものです。
注3)定員稼働率…

一定期間内の宿泊者数を、その期間内の延宿泊定員合計で除（÷）した数値で、パーセントで表わすもの

であり、客室稼働率に比べて客室の利用状況が正確に把握できます。

〔表２－６〕
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（資料提供：信州東御市振興公社）

〔表２－５〕

H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年
宿泊定員稼働率

（長野県平均）
29.6% 29.9% 29.6% 24.8% 19.1% 19.5% 18.2% 17.5% 17.9% 17.7% 18.6% 19.1%

宿泊定員稼働率

（明神館） 30.7% 26.9% 25.5% 24.6% 24.0% 23.8% 15.6% 25.0% 28.6% 24.5% 23.5% 20.9%

宿泊定員稼働率の推移比較
（観光目的の宿泊者が50％以上となる長野県内施設の平均定員稼働率との比較表）

H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年
客室稼働率

（長野県平均）
36.9% 25.3% 34.4% 35.5% 34.0% 34.0% 34.6% 33.5% 36.0% 34.9%

客室稼働率

（明神館） － － 45.0% 45.0% 39.7% 45.6% 55.2% 35.6% 35.0% 36.1%

（資料：観光庁　「宿泊旅行統計調査」）

客室稼働率の推移比較
（観光目的の宿泊者が50％以上であって、従業員数10～20人の長野県内施設の平均定員稼働率との比較表）

（資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」）
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農村の中に立地する芸術むら公園は、周囲の景観と調和した、スローライフ注4)やロハス注5)といっ

たライフスタイルを実感・体感できる優れた地域環境を有しています。

こうした環境を活かし、農業体験等を行うグリーンツーリズムの促進に取り組んだ結果、芸術む

ら公園内のコテージ利用者は年々増加しています（〔表２－７〕参照）。

これらのことから、美術館や野外彫刻を巡るといったアート要素に加え、雄大な浅間山や八ヶ岳

連峰を望む眺望や、“ふるさと”を想起させる心落ち着く田園空間に位置する“芸術むら公園”な

らではの特性を、主に首都圏を居住地とする来訪者のニーズに応えられるよう充実させていくこと

が重要だといえます。

三大観光地のほか、道の駅「雷電くるみの里」に関しては、“旅行先の特産品が買える立ち寄り

スポット”としても注目されていることなどから、来訪者すべてが観光目的ではないものの、平成

17年からの 10 年間で５割近い大きな伸びを示しており、平成 27 年以降も順調に推移しています。

（〔表２－１〕参照）

また、前掲の「観光地利用者統計調査結果」では平成 29 年度から新たな観光地として掲載され

ており、19 位にランクインしているという状況です。（〔表２－２〕参照）

このような「食・物産」に関連した力強い集客力を活かし、新たな観光の目的地として位置づ

け、また市内の観光地等の情報発信の場とすることで、来訪者が市内を周遊するための立ち寄り拠

点として、さらに発展させていくことが必要です。

注4)スローライフ…

効率やスピードを重視するのではなく、のんびりと過ごしながら、人生を楽しみ、生活の質を高めよ

うとすることです。
注5)ロハス…

Lifestyles Of Health And Sustainability の頭文字をとった略語（「LOHAS」）で、健康と環境、持
・ ・ ・ ・ ・

続可能な社会生活を心がける生活スタイルのことです。

海野宿に鎮座する白鳥神社 優れた地域環境を有する芸術むら公園

〔表２－７〕

（資料提供：信州東御市振興公社）

（単位：人）
H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年

1,097 860 722 825 878 758 760 772 747 1,475 1,796 1,776

※平成27年度に新たに2棟のコテージ（定員合計8名）を増設、28年度から供用を開始しています。

芸術むら公園内のコテージ利用者数の推移

利用者
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（２）来訪者意識調査にみる東御市観光の現状

○ 天王寺真田幸村博＜赤備えの章＞来場者アンケート調査

調査実施日：Ｈ27.5.2～4

調査実施場所：大阪市天王寺区「上本町ハイハイタウン」

・「信州上田地域」の認知度に関しては、上田市が 80.3％と高いものの、上田市を除いては認知度

が極めて低く、東御市は 11.0％に止まっています。（〔表２－８〕参照）

（資料：上田地域観光協議会）

・「信州上田地域」の観光地へ行ったことがある方は５割に上りますが、そのほとんどが上田市

内の観光地に集中しており、東御市では“湯の丸高原”の 9.0％が最高となっています。（〔表

２－９〕参照）

〔表２－８〕

〔表２－９〕

233

32 32
17 21

0

50

100

150

200

250

上田市 東御市 青木村 長和町 坂城町

（回答数）
233 80.3%

32 11.0%
32 11.0%

17 5.9%
21 7.2%

335
※有効回答者数290人（複数回答）

上田市

東御市
青木村

長和町
坂城町

合計
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湯
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泉
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ー
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尾

城
跡

番
所

ヶ
原

ス
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ー
場

大
法

寺

（回答数）

80 59.7%

54 40.3%

43 32.1%
32 23.9%

29 21.6%

16 11.9%

16 11.9%

12 9.0%

11 8.2%

9 6.7%

8 6.0%

8 6.0%

8 6.0%

5 3.7%

5 3.7%

3 2.2%

2 1.5%

341

※有効回答者数134人（複数回答）

上田城跡

美ヶ原高原

別所温泉
菅平高原

菅平高原スキー場

信州の鎌倉塩田平

田沢温泉

湯の丸高原

鹿教湯温泉

沓掛温泉

エコーバレースキー場

海野宿

和田宿

湯の丸高原スキー場

葛尾城跡

番所ヶ原スキー場

大法寺

合計

（資料：上田広域観光協議会）
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○ 善光寺御開帳 2015 日本一の門前町大縁日来場者アンケート

調査実施日：Ｈ27.5.9

調査実施場所：長野市セントラルスクエア

・来訪者の 6 割以上が県内、次いで関東地方 26.9％、北陸地方 4.5％、中部地方 4.5%の順となっ

ています。

・「信州上田地域」の認知度に関しては、上田市が 92.9％と最も高く、次いで東御市の 67.9％、

青木村 57.1％、坂城町 57.1％、長和町 35.7％の順となっています。前ページの大阪市天王寺区

でのアンケート結果に比べ東御市の認知度は格段に高くなっているものの、約 3割が認知して

いない状況です。（〔表２－10〕参照）

・「信州上田地域」の観光地へ行ったことがある方は約 9割に上りますが、そのほとんどが上田市

内の観光地に集中しており、東御市では“湯の丸高原”の 24.7％が最高となっています。前ペ

ージの大阪市天王寺区でのアンケート結果に比べ来訪者数は多いものの、上田市内観光地と比

較すると低い傾向です。（〔表２－11〕参照）

〔表２－10〕

〔表２－11〕

（資料：上田広域観光協議会）

（資料：上田広域観光協議会）
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（回答数）

78 92.9%

57 67.9%

48 57.1%

30 35.7%

48 57.1%

261

※有効回答者数84人（複数回答）
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合計
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（回答数）

52 71.2%

50 68.5%

42 57.5%

41 56.2%

31 42.5%

26 35.6%

20 27.4%

18 24.7%

17 23.3%

12 16.4%

12 16.4%

12 16.4%

8 11.0%

7 9.6%

6 8.2%

5 6.8%

4 5.5%

363

※有効回答者数73人（複数回答）

別所温泉

上田城

美ヶ原高原

菅平高原

鹿教湯温泉

菅平高原スキー場

信州の鎌倉塩田平
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海野宿

田沢温泉

沓掛温泉

アユの里バラ公園

湯の丸高原スキー場

和田宿

エコーバレースキー場

大法寺

葛尾城

合計
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○ 平成 29 年度 東御市観光マーケティング調査報告書

調査実施日：Ｈ29.4.1～H30.3.31

調査実施場所：東御市内観光地での対面調査及び宿泊施設での留置調査

・回答者の 8割以上が県外から訪れており、内訳としては関東地方 81.6％、中部地方 9.9％、近

畿地方 6.9％となっています。（〔表２－12〕参照）

来訪者の居住地内訳

・東御市の認知度については、61.8％（前年比＋7.1％）から「知っていた」との回答を得まし

た。（〔表２－13〕参照）一方で、東御市を訪れたきっかけとしては「来たことがある」という

回答や口コミが 38.9％と最も多く、リピーターが多いことがうかがえます。（〔表２－14〕参

照）

東御市の認知度

 東御市内

2.7%

東御市以外の

長野県内13.1%

長野県外

83.7%

無回答

0.5%

関東

81.6%

中部

9.9%

近畿

6.9%

東北

0.4%

四国・中国

0.4%

九州・沖縄

0.2%

無回答

0.6%

知っていた

61.8%

知らなかった

5.8%

漢字を知っていたが読

めなかった

6.3%

無回答

2.9%

県外の内訳

（地方別）

〔表２－12〕

〔表２－13〕

県内 (人)

東御市内 15

東御市以外の長野県内 73

長野県外 467

無回答 3

合計 558

県外 (人)

関東 381

中部 46

近畿 32

東北 2

四国・中国 2

九州・沖縄 1

無回答 3

合計 467

(人)

知っていた 345

知らなかった 162

漢字を知っていたが

読めなかった
35

無回答 16

合計 558
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東御市を訪れたきっかけ

・東御市のイメージとしては、里山を含めた豊かな森林や、池の平の高山植物に象徴されるよう

に、「自然が豊富にある」という回答が 78.5％と大宗を占めています。次いで「高原リゾート

を楽しめる」、「温泉が多い」となっており、自然や温泉などを楽しめる場所というイメージを

持たれていることがわかります。（〔表２－15〕参照）

東御市のイメージ

来たことがある

38.9%

その他

18.0%

口コミ

17.1%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(SNS以外)

11.1％

新聞・雑誌

5.2％

無回答

4.1%

テレビ

2.4%

ＳＮＳ

1.4% ﾎﾟｽﾀｰ･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

1.1%

旅行会社の広告

0.8%

〔表２－14〕

〔表２－15〕
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他
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（回答数）

来たことがある 248

その他 115

口コミ 109

インターネット(SNS以外) 　　 71

新聞・雑誌 33

無回答 26

テレビ 15

ＳＮＳ 9

ポスター・パンフレット 7

旅行会社の広告 5

合計 638

※有効回答者数558人（複数回答）

（回答数）

自然が豊富にある 438

高原リゾートを楽しめる 126

温泉が多い 122

温かいもてなしがある 98

名所・旧跡が多い 78

四季がはっきりしている 75

距離が近く手軽に行ける 68

地域独自の料理が食べられる 61

スポーツやアウトドアを満喫できる 53

伝統文化に触れられる 39

観光情報が充実している 23

その他 39

無回答 35

合計 1255

※有効回答者数558人（複数回答）
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（３）東御市の観光の課題

① 目的志向型の個人旅行を対象とした受入体制が求められる

～ 地域資源の多様性の“発見”と多面的な需要への対応の必要性 ～

② 観光資源と地域の産業、食を結びつけた好循環が求められる

～ とうみの“食・物産”のブランド力を観光に活かす必要性 ～

③ 観光プロモーションによる“魅力の発信”が求められる

～ 認知度が低い“東御市”に“来て・見て・知って”もらう必要性 ～

（公財）日本交通公社が行った「旅行年報 2018」調査では、現在の旅行市場におけるシェアの

約８割が個人観光旅行であると報告されています。

その中でも、国内旅行における「夫婦・カップルでの旅行」や「ひとり旅」の比率が高い傾向

を示していることから、個人の趣味にあわせた旅行スタイルが完全に定着してきているものと考

えられます。

本市は標高差 1500ｍに凝縮される多様性に富んだ豊かな“地域資源”と、そこに息づく市民の

暮らしが大きな魅力であるとともに、オールシーズン楽しめる“湯の丸高原”を核に、グルメや

スポーツ、体験、地域交流など、多面的な資源を「ストーリー」として結び付け、それぞれに「テ

ーマ」を持たせることで最高の“地域ツーリズム”を描けるという特徴があります。

これらの“強み”を活かし、本市ならではの新たな“ツーリズム”をユニバーサルデザインを

取り入れつつ創出し、来訪者の多様な要望に対応できる交流事業の展開により、地域を活性化さ

せていく必要があります。

内閣府が行った「国民生活に関する世論調査（平成 30 年度）」のうち、「今後の生活の力点」

では、「レジャー・余暇生活」の比率が最も高く、次いで「資産・貯蓄」、「所得・収入」、「食生

活」が上位４項目に挙げられています。

一般的に「食」は、観光における重要な要素の一つであり、これらを最大限に活かした魅力づ

くりが求められています。

本市特有の多照寡雨の気候と標高差が産み出す豊かな農作物、そして、それらを素材とする特

色ある「食」を、新たな“観光資源”に位置づけ、その魅力を内外に発信していく必要がありま

す。

ブランド総合研究所が全国の 1000 市町及び 47都道府県を対象に行った「地域ブランド調査

2018」によると、東御市は 1047 自治体のうち 939 位と極めて低い結果となっています。また、

令和元年度に地域情報掲載サイト「生活ガイド.com」で発表された「全国難読市ランキング」で

首位となるなど、合併後 14 年が経過するものの依然として認知度が低い現状にあります。

このことから、東御市の魅力を多面的に紹介するため、広く個人レベルに訴求効果のある新た

な情報ツールの活用や、ユーザーニーズに対応した利便性の高いサイトを立ち上げるなど、イン

ターネットを主体としたメディア戦略を中心に、東御市ファンや地域力による「人的」ネットワ

ークの活用も併せ、戦略的なプロモーション展開を進める必要があります。
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（４）新たな課題

第２次東御市観光ビジョンのこれまでの取り組みを通じて、明らかになった課題は次のとおりで

す。

① KPI（重要業績評価指標）の設定

～地域経済の「見える化」による“観光地域づくり”～

② 観光集客核拠点の整備 ～市内三大観光地の魅力の把握・再構築～

③ 食・物産のブランド力を活かした観光ルートの形成

～ワインを基軸とした新しい観光交流の形・関係人口の創出～

④ 観光推進体制の充実 ～DMO 機能を備えた観光協会と市との役割分担～

⑤ インバウンド観光の推進

～台湾「田中駅」姉妹駅提携を契機とした台湾からの誘客戦略～

観光地域づくりとは、地域の多様な資源を活用しながら、「観光」を軸に地域へ来訪者を誘い、

観光交流から生じる様々な効果を活かして、地域の活性化につなげていく取り組みのことです。

観光戦略を立案するうえで、地域経済の「見える化」によって経済的側面を計測し、「観光消費

額」、「延べ宿泊者数」、「来訪者の満足度」、「リピーター率」等を指標として、実態を継続的に把握

する必要があります。

「湯の丸高原」、「海野宿」、「芸術むら公園」は、東御市の三大観光地とされ、市内の観光集客に

おいて大きな割合を占めています。それぞれ特有の景観・ロケーションから、来訪者の嗜好に合

わせた滞在プランを構築することができる強みがある一方で、そうした魅力が活かしきれていな

いという課題があります。

新たな産業として根付いた“ワイン”を軸に、本市の豊かな「食」資源を磨き上げ、東御市に迎

え入れた来訪者を、それぞれの観光地へと結びつけるエントランス機能の発揮が求められます。

また、これと併せて、交通インフラの充実を図るとともに、周辺自治体との協力のもと、広域周

遊の実現のための誘客・送客の仕組みを作り上げることが必要です。

市は、観光振興政策の立案と施策の推進に限らず、観光資源の維持・保全、社会資本整備といっ

たハード面を、観光協会は、マーケティングに基づいた「観光地域づくり」を実践していくという

ソフト面を担うことで、ハード・ソフトの両面から観光ビジョンの展開を図ることが必要です。

しなの鉄道が行った台湾鉄路の「田中駅」との姉妹駅提携を活かし、軽井沢を訪れている台湾

を中心とした東アジアの外国人観光客をターゲットとして捉え、しなの鉄道等の交通網を活用し

た、東御市の魅力的な観光コンテンツを効果的に提示していく必要があります。
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（５）観光ビジョン見直しにあたっての視点

“観光地域づくり”を実践していくためには、市民や多様な地域関係者が「観光」の“目指すべき

姿”を共有し、そこに向けた活動に一体感をもって取り組むことが重要です。

① DMO を核とした“観光地域づくり”推進体制を明らかにする。

DMO 注6)を「観光地域づくり」推進の核に位置付け、市との役割分担を明確にします。

② 経済的側面と観光の「質」を評価できる KPI の導入

「観光地来訪者数」などでは見えてこない経済指標を設定するほか、来訪者が満足し、再び訪

れたいと思うような地域であり、市民が愛着や誇りを持てる地域であることの進捗も把握しま

す。

KPI の設定にあたっては、上位計画及び関連する他の個別計画に盛り込まれた数値との整合

性を持たせるとともに、第２次東御市観光ビジョン策定時から中間見直しまでの５年間のデー

タを分析し、適切な指標となる数値を設定します。

③ データに基づく「食・物産」の強みを確実に観光振興に活かす。

来訪者に対して行ったマーケティング調査から、認知度と関心度を軸にマトリックス分析を

すると、「巨峰などのぶどう」、「東御市産ワイン」、「八重原米・野菜」などに注目が集まってい

ることがわかります。（〔図２－１〕参照）

注6)DMO…

Destination Management/Marketing Organization の略で、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地
・ ・ ・ ・

域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関

係者と協同し、観光地域づくりを実現するための調整機能を備えた法人のことです。

多様な事業体の参画

(一社)信州とうみ観光協会

ＤＭＯ機能の発揮
マーケティング戦略策定

観光地のマネジメント

ブランディング・プロモーション

東御市

観光ビジョン策定

インフラ整備

各種支援

飲食店
地域住民

観光業

商工業

農林業

交通事業者

地域団体

観
光
地
域
づ
く
り
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④ 外国人旅行客（以下「インバウンド」という。）を東御市に呼び込む

「自然資源」×「食」、「歴史的文化資源」×「食」のコンテンツ、また“都心から最も近いパ

ウダースノーエリア”を積極的に PR していくとともに、国内のランドオペレーター注7)や現地

の旅行会社との関係構築に取り組みます。

注7)ランドオペレーター…

旅行会社の依頼を受け、旅行先のホテルやレストラン、ガイドやバス・鉄道などの手配・予約を専門

に行う会社のことです。

×

自然資源・歴史的文化資源 東御市の「食」のコンテンツ

〔図２－１〕

（資料提供：(一社)信州とうみ観光協会）
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